













今 石 幸 子
IMAISHISachiko
辛-ワー ド:あいづち /ミックチャンネル 理解している信号 機能 形式















































などがあるo黒崎 (1987)紘,｢聞いている ･分かるJという信号を送 る






け手に伝達しようとする｡情報は送 り手によって記号化 され,媒体 とし
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堀口 (1991)で ｢あいづち詞｣という項目があるように ｢あいづち｣に
紘,｢いわゆるあいづち｣という典型的な形式が存在する｡また,バックチ
聞き手の行動～あいづちの規定動牛～ 103



































水谷 (1984) 43 34 5/3
8)
小宮 (1986) 58 40 2/2




























⑥準言語 (声の質 ･話の間 ･流暢さなど)
⑦喚覚作用 (他者からのにおい)
⑧人工物 (化粧 ･服装 ･装飾品)
それでは,②,③,④,⑥を ｢あいづち｣と認めてよいだろうか｡Ar･






















短い表現 頭の動 き 宗冨憲讐+ 讐 宝表現 頭の動き 笑い(%)のみ
70.49 63.15 44.32 26.17 18.83 10.68
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